































































































































































































































































































	6. 電力計画
	6.1 電力需要の将来見通しと水力発電所の必要性
	6.1.1 電力需要想定
	6.1.2 電力需要の形態
	6.1.3 送電端電力需要
	6.1.4 既設貯水池式水力発電所の供給力
	6.1.5 必要ピーク供給力
	6.1.6 水力発電所の必要性

	6.2 開発規模の検討
	6.2.1 規模比較案のパラメーター
	6.2.2 貯水池運用ルール
	6.2.3 発生電力と発電量
	6.2.4 最適開発案の決定

	6.3 最適案の主要諸元の決定
	6.3.1 発電常時満水位
	6.3.2 水圧トンネルの最適径
	6.3.3 水圧トンネルの本数と発電機台数
	6.3.4 放水路断面と延長
	6.3.5 発生電力と発電量

	6.4 電力便益の評価
	6.4.1 固定費
	6.4.2 変動費
	6.4.3 トータルコスト
	6.4.4 電力便益を評価するための単価


	7. 洪水制御計画
	7.1 洪水制御計画と発電計画との関連
	7.2 レビルダム規模とギルマード橋地点の洪水量の関係
	7.2.1 レビルダム洪水吐型式を固定堰とした場合

	7.3 ケランタン川流域内の他ダム計画とギルマード橋地点の洪水量の関係
	7.4 計画のための基本となるハイドログラフのケース・スタディによるレビルダムの洪水制御効果
	7.5 洪水量と被害額の関係
	7.6 各ダム計画と年平均被害軽減期待額の関係

	8. 農業潅漑
	8.1 近年における農業生産の動向
	8.2 米の需要供給の現況と見通し
	8.2.1 米の需給現況
	8.2.2 第5次マレイシア計画における米の需給見通し

	8.3 レビルダム地区関連潅漑プロジェクトの農業計画
	8.3.1 レビルダム地区関連潅漑地区の受益面積
	8.3.2 ケランタン州における米の需給見通し
	8.3.3 水稲被害状況
	8.3.4 作付計画

	8.4 所要推量
	8.4.1 潅漑地区のピーク用水需要量
	8.4.2 ケランタン川における利用部門別確保流量
	8.4.3 用水需給バランススタディ

	8.5 農業便益
	8.5.1 KADAⅡ地区における便益発生
	8.5.2 Kemasin-Semerak地区における便益発生の可能性
	8.5.3 新規潅漑7地区における便益発生
	8.5.4 作物別計画単収
	8.5.5 価格
	8.5.6 生産費
	8.5.7 増加生産量
	8.5.8 生産粗収入、生産費、純生産差額

	8.6 事業費
	8.7 内部収益率




